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Ⅲ 治山林道における流量計算

１ 治山林道における降雨強度の算出について

２ 林道排水管の断面計算について

３ 治山ダム等の放水路断面計算について

４ 放水路断面及び通水断面について
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治  山  事  業

Ⅰ 治山設計歩掛適用基準

Ⅱ 土  工

Ⅲ 治 山 ダ ム 工

Ⅳ 流路工 ・ 水路工

Ⅴ 土留工 ・ 護岸工

Ⅵ 落 石 防 止 工

Ⅶ 地 す べ り 防 止 工

Ⅷ 森 林 整 備

Ⅸ ケーブルクレーン（索道）の設計基準

Ⅹ そ  の  他
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１ バックホウ規格の選定

1）当初設計における選定

機械分解組立（ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝによる有無）
無

バックホウの規格の選定

有

土工量・作業条件 掘削土量の規模

右条件以外 土工量２５m3以下 （標準）
非常に急峻、狭隘地

０．３５m3 ０．２０m3 平均渓床床堀

０．１０m3

０．３５m3 ０．２０m3

経費の比較 ０．６０m3 作業条件

非常に急峻

土工量２５m3以下
非常に急峻、狭隘地

０．１０m3

幅２ｍ未満 狭隘地

（比較検討にあたっての留意事項） 

  ア 土工量２５m3 以下、又は非常に地形が急峻・狭隘な箇所以外は解体組立費用と土工量の

経費を比較したうえでバックホウの規格を選定する。

イ 機械解体組立（ケーブルクレーンによる運搬）の場合 0.60m3 バックホウは、分解時の最大

重量が３ｔを越えるため適用しない。（ケーブルクレーンの設計荷重は最大３ｔ）

ウ 土工機械の工事現場への搬入にあたっては、仮設道等も考慮して検討する。

 エ 土工量、又は作業場条件の違いにより 0.35m3 と 0.10m3 等の複数台数搬入による設計も

考慮すること。

オ 同一現場内で土工機械の移動（解体組立）が必要である場合は、次の事項を検討する。

・盛土、又は仮設橋等による移動。

・同一年度に施工する工種の施工順序及び計画性等も考慮して、経済性から一部の工種を

次年度に施工することも検討する。
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2）変更設計における取扱い

ア 当初設計において選定した規格以外の重機が施工・搬入条件等を変更することにより現場に

搬入され、変更条件を含んだもので比較した時、搬入された規格が安価になった場合は変更の

対象とする。

イ 当初設計において土工機械解体組立を計上していたにもかかわらず自走で工事現場内へ土

工機械が搬入された場合は、設計変更により解体組立に係る経費を削除するとともに掘削土量

の規模・搬入路の条件を勘案のうえ、必要に応じて規格の変更を行うこと。

但し、森林の機能を著しく低下させる様な搬入方法は避けることとし、施工計画打合せ時に

請負業者と十分協議を行うこと。

（変更設計の取扱い例）

【 例１ 】

当初設計             設計変更

０．１０m3 ２部品解体・・・・・・解体せずにそのまま吊り上げ搬入した場合

（費用は計上しない）

変　更　設　計 変　更　設　計 変　更　設　計

ﾊﾞｯｸﾎｳ０．２m3 ３分解 ﾊﾞｯｸﾎｳ０．３５m3 ５分解 ﾊﾞｯｸﾎｳ０．２m3 ３分解

　当初設計と同じ機種の
搬入した場合でも、設計
変更で土量が大幅に増
加し、新たに大型の機種
を搬入した方が安価な場
合等は別途勘案する。

経　費　比　較　　（変更の土量等による）

0.35m3　５分解の方が安価 0.2m3　３分解の方が安価

現　地　搬　入 現　地　搬　入

ﾊﾞｯｸﾎｳ０．２m3 ３分解 ﾊﾞｯｸﾎｳ０．３５m3 ５分解

【　例２　】 当　初　設　計

ﾊﾞｯｸﾎｳ０．２m3 ３分解
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ﾊﾞｯｸﾎｳ０．２m3 ３分解ﾊﾞｯｸﾎｳ０．３５m3 ５分解 ﾊﾞｯｸﾎｳ０．３５m3 ５分解

経　費　比　較　　（変更の土量等による）

0.35m3　５分解の方が安価 0.2m3　３分解の方が安価

変　更　設　計 変　更　設　計 変　更　設　計

現　地　搬　入 現　地　搬　入

ﾊﾞｯｸﾎｳ０．３５m3 ５分解 ﾊﾞｯｸﾎｳ０．２m3 ３分解

【　例３　】 当　初　設　計

ﾊﾞｯｸﾎｳ０．３５m3 ５分解

２ 転石破砕

  ・人力土工の場合、粒径（三辺の平均）５０㎝以上のものについて計上する。

・機械土工の場合、粒径（三辺の平均）１００㎝以上のものについて計上する。

  注 ア）実立積は、空隙率を見込み、立積×２／３を標準とする。

    イ）転石破砕を計上する場合は、当初設計は土砂の混入率で計上し、変更については、現況

粒径、個数、破砕状況等の確認できる写真及び計算表をつけて変更する。

    ウ）礫交り土  ＋ 部分的転石破砕 ＝ 掘削面仕上げ計上可

      転石交り土 ＋ 転石破砕    ＝ 掘削面仕上げ計上しない

３ バックホウの作業効率について

  通常の場所では普通を使用しているが、特に不良を使用する場合は十分な検討をしておくこと。

４ 岩盤清掃歩掛の適用について

  軟岩Ⅰ－Ｂ以上でコンクリート打設面へ計上すること。

   岩盤掘削（火薬）

小規模岩石工     ＋ 岩盤清掃

   人力掘削

   岩盤掘削（機械）＋掘削面整形（軟岩ⅠＢ・Ⅱ）＋岩盤清掃

   ※掘削面整形（軟岩ⅠＢ・Ⅱ）は、亀裂等が発達し、機械により基礎面まで掘削することが

    困難な場合に計上する。

５ 掘削余堀について

  ・通常構造物＝０．３０ｍ

  ・鋼製自在枠＝０．３０ｍ（両端部も計上）

  ・フトン籠・小型鋼製枠・方格枠＝なし
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６ 断面方向の横断について

  断面方向の横断については、最も低い箇所及び特殊な箇所（変化の著しい箇所）の地盤線のみを

測定、記入するものとし、平均的な箇所については省略することができるものとする。

７ 床堀計算図及び数量計算について

  土質区分による床堀線の法勾配については、中心線の高さ（土砂の場合５ｍ未満５分、５ｍ以上

６分、岩盤の場合５ｍ未満直、５ｍ以上３分）により決定するものとする。

８ 治山構造物の掘削法勾配

  治山構造物の掘削法勾配については労働安全規則第３５６条によるが、型枠設置等の作業条件を

考慮して、３分以上とする。ただし、直打ちの場合（型枠がない場合）はその限りではない。

９ 治山構造物の埋戻し

（１） 治山構造物の背後等について、埋戻しが必要な場合は設計計上すること。

（２） 締固めについては、勾配が急峻であるなど土砂の流出が懸念される場合必要に応じて設

計計上すること。ただし、断面、施工状況写真等の管理を行うこと。

（３） 埋戻し又は、運搬捨土する場合の設計数量は飛散等を考慮して現地の状況に応じて決定

する。

１０ 山地治山岩石工で火薬使用可能な場合の歩掛の適用

適用区分 当初設計 変更設計 備考

バックホウ

（０． ２０m3）
の場合

火薬使用で０．２０m3 の

バックホウ掘削

火薬を使用せずブレーカ

ーを使用した場合、単価は

ブレーカーによる岩破砕

（０．３５m3）で０．２

０m3 のバックホウ掘削

現場説明時に設計内

容について請負業者

に説明のこと

バックホウ

（０．３５m3）
（０．６０m3）
使用可の場合

ブレーカー（０．３５m3）
（０．６０m3）でバック

ホウ掘削

ブレーカー使用が困難な

場合は、火薬使用量確認の

うえ計上のこと

※ 治山林道必携参照

１１ 機械施工地の掘削面仕上げ

  コンクリート構造物の基礎面について計上する。

  ※ 鋼製自在枠、方格枠等の基礎面については計上しない。ただし、三面張流路・水路工の基礎

面（基礎栗石部分）は計上する。

１２ 土石の単位体積質量について

  ・土砂、玉石交じり土、軟岩Ⅰ(Ａ)・・・・１８KN／m3 
  ・軟岩Ⅰ(Ｂ)、軟岩Ⅱ、中硬岩  ・・・・２２KN／m3 
 上記数値を標準とする。但し、安定計算に係るものについては、単位体積重量の測定を行った

うえで再度安定計算を行いタイプ決定すること。（20 高治林第 1042 号 平成 21 年 3 月 23 日通知）
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Ⅲ 治  山  ダ  ム  工 

１ 治山ダム工

２ 計画勾配について

３ 治山技術基準改正に伴う治山ダムの計画勾配決定について

４ 治山ダム断面について

５ 治山ダムにおける地震動について

６ 治山ダムにおける基礎地盤の確認及び処理について

７ 治山ダム工の垂直打継目について

８ 治山ダム工の伸縮継目について

９ 治山ダム工の水平打継目について

１０ 治山ダムの間詰について

１１ 堤名板

１２ 治山ダムにおける副堤及び垂直壁の考え方について

１３ 治山ダムの水叩きの厚さについて
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１ 治山ダム工

  谷止工、床固工、副堤の総称とする。

２ 計画勾配について 

  計画勾配は次のとおりとする。 

① 現渓床内に既設ダムあり：既設ダム等安定勾配を使用 

② 現渓床内に既設ダムなし：自然ダム等堆積安定勾配又は計画勾配調査結果 

③ 計画勾配調査による計画勾配 

   ・ 三波川帯：現渓床の ３／１０を標準とする 

 ・ 秩 父 帯：現渓床の ３／１０を標準とする 

 ・ 四万十帯：現渓床の ２／５ を標準とする 

 なお、適用にあたっては別紙１の計画勾配フロ－チャ－トを参照のこと 

注１）現渓床の考え方は次のとおりとする。 

  ① ＮＯ．１治山ダム工の場合：山林の入り口から谷の合流点までを対象とする 

  ② ＮＯ．２治山ダム工の場合：合流点から現地で渓流と判断される位置まで 

  ③ ＮＯ．３治山ダム工の場合：合流点から現地で渓流と判断される位置まで 

    山腹と渓流の判断が現地で判断出来ない場合は放水路断面の決定のしかたの渓流

延長のとりかたに準ずる。 

④ 現渓床の中に滝等がある場合はその部分はカットして計算すること。

⑤ 計画勾配の表示は小数点以下切り捨て整数止め。 

適用 平成１１年度ｾﾞﾛ国債及び平成１２年度工事～























Ⅳ 流路工 ・ 水路工

１ 流路工・水路工の定義

２ コンクリート梯形流路、水路工断面

３ 二次製品流路・水路工の断面

４ 流路・水路工における帯工について

５ 流路・水路工計算延長の取り扱いについて

６ コンクリート三面張流路・水路工の増厚









Ⅴ 土 留 工 ・ 護 岸 工 

１ 断面の適用位置

２ 断面について

３ 土留工、護岸工等の裏込礫について

４ 水抜きについて

５ 鋼製自在枠工（治山ダム、土留工、護岸工等）

６ 小型鋼製枠（土留工、護岸工等）

７ ブロック積工

８ 石積（張）工

９ 巨石積の歩掛けについて

10 そ の 他













Ⅵ 落  石  防  止  工

１ 土留工（ストンガ－ド付き）

２ 落石防止壁（山腹ラムダ）について





Ⅶ 地 す べ り 防 止 工 

○ 地 す べ り 防 止 （ 調査 ）

○ 地 す べ り 防 止 （ 対策工 ） 













































Ⅷ 森  林  整  備 

１ 本数調整伐の実施要件

２ 森林整備工事の管理

３ 間伐率の決定

４ 設計積算にあたっての注意事項 

５ 森林整備工事の成績評定について 

６ その他 

７ 主な森林整備工事の採択基準等について 

８ 治山事業（復旧治山、予防治山のみ）における森林整備の実施について 

９ 本数調整伐設計表 





























Ⅸ ケーブルクレーン（索道）の設計基準

１ ケーブルクレーン模式図 

２ 適用範囲

３ ケーブルクレーンの設計

４ 運搬経費

５ その他

６ ケーブルクレーン早見表 



















Ⅹ そ   の   他

１ 仮設費と安全費の考え方について

２ 電柱移転費等

３ 床版橋について

４ 立木伐採補償について
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